
22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 計

円 円 円 円 円 円

8,200,000 12,740,000 40,300,000 29,150,000 22,150,000 112,540,000

交付金額 7,000,000 12,500,000 37,200,000 29,000,000 21,200,000 106,900,000

注：

事業の改善措置及び今後
の対応

住民の交通安全等に寄与すべく，適切な維持官営を実施していく。

事業評価に際しての第三者
機関の活用の有無

無

１　基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額（交付金・市町

村費等・その他・運用益・計）、基金処分額及び基金残額についても記載すること。

２　事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等

を記載すること。

補助事業の始期及び終期 平成２２年度から平成２６年度

事業費及び交付金額 事業費

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

【成果】
　　本路線を整備したことで，通行の円滑化と地域住民の生活環境の
　　向上が図られた。
【評価】
　　事業完了後，沿線住民から「利便性が良くなった」等の意見が寄せ
　　られたことから，目標を達成できたものと評価。
【周知の実施状況】
　　工事看板と村の広報誌に交付金事業である旨を掲載しました。

実 施 場 所 宮城県黒川郡大衡村大衡字針地内

補助事業の成果の目標
　村道針線は全線未供用区間である。
　本路線を整備することにより円滑な交通を図り，地域住民の利便性の
向上及び交通安全に寄与するため事業を実施する。

補 助 事 業 の 内 容 工事延長　743ｍ，道路幅員　4.0ｍ，実施設計，用地買収（4,159.2㎡）

付紙様式第２

事　　業　　評　　価　　書

補 助 事 業 名
王城寺原演習場関連公共用施設
（交通施設：針線舗装工事）

補 助 事 業 者 名 大衡村長　跡部　昌洋


